
自動車騒音測定方法

自動車に係る騒音規制は、最も騒音の大きい加速時に発生する騒音を対象とした加速

走行騒音、通常の定常走行時に発生する騒音を対象とした定常走行騒音、停車時にマフ

ラーから発生する騒音を対象とした継続検査や街頭検査での測定に適した近接排気騒音

の３種類の測定方法による規制を行っている。

①加速走行騒音、定常走行騒音

測定終了地点

7.5m 10m

ﾏｲｸﾛﾎﾝ ﾏｲｸﾛﾎﾝ設置地点

地上 1.2m 左側

10m
JIS D8301(ISO 10844 同等）
車外騒音試験用路面

測定開始地点

車両 中心線

【加速走行騒音測定の進入速度】 【定常走行騒音測定の走行速度】

測定開始地点からはフル加速。

車 種 進入速度 車 種 走行速度

軽二輪車・原付第二種 ４０ km/h 軽二輪車・原付第二種 ４０ km/h

原付第一種 ２５ km/h 原付第一種 ２５ km/h

四輪車・小型二輪車 ５０ km/h 四輪車・小型二輪車 ５０ km/h

ただし、原動機の最高出力時の回転数の ただし、原動機の最高出力時の回転数の

７５％の回転数で走行した場合の速度が、 ６０％の回転数で走行した場合の速度が、

上記の速度に満たない車両にあっては、 上記の速度に満たない車両にあっては、

その速度とする。 その速度とする。

自動車騒音測定方法（加速走行及び定常走行騒音）



② 近接排気騒音

一定の原動機回転数において、排気管からの排気流の方向に対し 45 度、排気管の開口
部中心から０．５ｍ離れた位置の排気管の高さで測定する。

・原動機の回転数

【四輪車】：最高出力時の回転数の 75 ％の回転数
【二輪車】：最高出力時の回転数が 5,000 回転を超える場合は、最高出力時の回転数の 50

％の回転数（その他の場合は 75 ％の回転数）

自動車騒音測定方法（近接排気騒音）


